
いじめが起こった場合の組織的対応の流れ

招集・指揮

【構成員】 報告 教育委員会

報告 校長、教頭、生活指導担当、関係学級担任 ・学校保健安全課
養護教諭特別支援コーディネーター 支援 ・スクーリングサポートセンター

共通理解 スクールカウンセラー（必要に応じて）

相談 関係機関
・西宮少年サポートセンター
・青少年補導課

支援 ・甲子園警察
・西宮こども家庭センター
・育成センター
・鳴尾東コミュニティ協議会

必要に応じて

相談 ネット上のいじめ
説明 県警本部サイバー犯罪対策課

支援 078-341-7441（代）
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いじめ認知報告

調査方針・方法の決定

徹底した事実確認

指導方針の決定・指導体制の編成

いじめ対策委員会

日常の観察・アンケート・教育相談・
周りの児童の訴え等の情報

情報を得た教職員

担任・学年生活指導等

双方の保護者に説明をする。

双方の保護者と関係職員を交えて、関係改善を行うとともに、傍観者への指導も行う。

いじめの解消に向けて取り組むにあたっては、迅速な対応が大切であることから、いじめの情報が入ってか
ら学校の方針決定に至るまでを、いじめの情報を得たその日のうちに対応することを基本とする。ただし、い
じめが重篤な場合やいじめられた側といじめた側の意識にずれが生じている場合は、把握した状況をもと
に、十分に検討協議し慎重に対応することが必要である。

被害者やいじめを知らせてくれた児童等に十分配慮し、事実確認をする。

上記の例は、対応の在り方の基本を示しているものであり、いじめの事案の状況に応じて柔軟かつ適切に
対応する。

いじめを発見した時は、ただちに加害者、被害者の双方から事実関係を聞き取り、聞き取った内容について
は周辺児童からも状況を聞きとる。

必要に応じて、全校あるいは全学年のアンケートを実施する。

別紙４


